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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成20年8月7日(2008.8.7)

【公表番号】特表2008-510453(P2008-510453A)
【公表日】平成20年4月10日(2008.4.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-014
【出願番号】特願2007-516810(P2007-516810)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/08     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/39     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ   7/06    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   7/08    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ  39/00    　　　Ｈ
   Ａ６１Ｋ  39/39    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月13日(2008.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｐ０が、Ｘ、ＸＸ又はＸＸＸで、Ｘが任意のアミノ酸又は非アミノ酸を示し、
　Ｐ１が、Ｋ、Ｆ、Ｙ、Ｗ、Ｐｈｇ、Ｐｈｅ（４－Ｆ）、Ｐｈｅ（４－ＮＯ2）、ＭｅＴ
ｙｒ、β－（３－ベンゾチエニル）－Ａｌａ又はＤ－Ｌｙｓであり、
　Ｐ２が、Ａ、Ｌ、Ｖ、Ｉ、Ｍ、Ｄ－Ａｌａ、Ｎａｌ－２、Ａｂｕ、Ａｉｂ、Ｎｌｅ又は
Ｎｖａであり、
　Ｐ３がＳであり、
　Ｐ４が、Ｅ、Ｑ、Ｎｌｅ又はＮｖａであり、
　Ｐ５がＫであり、
　Ｐ６が、Ｉ、Ｌ、Ｖ、Ｎｌｅ又はＮｖａであり、
　Ｐ７がＦであり、
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　Ｐ８が、Ｙ、Ｆ、Ｐｈｅ（４－Ｆ）であり、
　Ｐ９のＰΩが、Ｖ、Ｉ、Ａ、Ｎｖａ、ＭｅＶａｌ、Ａｂｕ又はＶ－ＮＨ2であるか、又
はＰ９はＶであり、
　Ｐ１０のＰΩが、Ｉ、Ｌ、Ｖ、Ｎｌｅ又はＮｖａであり、
　ＰΩ＋１が、Ｘ、ＸＸ又はＸＸＸで、Ｘが任意のアミノ酸又は非アミノ酸を示すような
配列から実質的に構成される単離ペプチドで、実質的にＫＡＳＥＫＩＦＹＶ又はＫＡＳＥ
ＫＩＦＹＡではない単離ペプチド。
【請求項２】
　下記配列：
Ｋ｛Ｌ、Ｖ、Ｍ、Ｉ、Ｄ－Ａｌａ、Ｄ－Ｖａｌ、Ｎａｌ－２、Ａｉｂ、Ａｂｕ、Ｎｌｅ又
はＮｖａ｝ＳＥＫＩＦＹＶ、又は
｛Ｆ、Ｐｈｇ、Ｙ、Ｐｈｅ（４－Ｆ）、Ｐｈｅ（４－ＮＯ2）、Ｏ－メチル－Ｔｒｙ又は
β－（３－ベンゾチエニル－Ａｌａ｝ＡＳＥＫＩＦＹＶ、又は
｛Ｙ、Ｆ又はＷ｝｛Ｖ、Ｍ又はＩ｝ＳＥＫＩＦＹＶ、又は
｛Ｆ又はＷ｝ＬＳＥＫＩＦＹＶ、又は
Ｋ｛Ａ、Ｖ又はＬ｝ＳＥＫＩＦＹＩ、又は
Ｋ｛Ｌ又はＶ｝ＳＥＫＩＦＹＶ－ＮＨ2、又は
ＦＶＳＥＫＩＦＹ｛Ｉ、Ａ、Ｎｖａ、Ａｂｕ又はＭｅＶａｌ｝、又は
ＦＶＳ｛Ｑ、Ｎｌｅ、Ｎｖａ｝ＫＩＦＹＶ、又は
ＦＶＳＥＫ｛Ｌ、Ｖ、Ｎｌｅ又はＮｖａ｝ＦＹＶ、又は
ＦＶＳＥＫＩＦ｛Ｆ、Ｐｈｅ（４－Ｆ）｝Ｖ、又は
ＫＡＳＥＫＩＦＹＶ｛Ｉ、Ｌ｝、又は
ＫＶＳＥＫＩＦＹＶ｛Ｉ、Ｌ、Ｖ又はＮｌｅ｝、又は
ＫＬＳＥＫＩＦＹＶ｛Ｌ、Ｖ、Ｎｌｅ又はＮｖａ｝
から実質的に構成される、請求項１に記載の単離ペプチド。
【請求項３】
　下記配列：
Ｋ｛Ｌ、Ｖ、Ｍ、Ａｂｕ、Ｎｌｅ又はＮｖａ｝ＳＥＫＩＦＹＶ、又は
｛Ｆ又はＰｈｇ｝ＡＳＥＫＩＦＹＶ、又は
ＹＶＳＥＫＩＦＹＶ、又は
Ｆ｛Ｌ、Ｖ又はＩ｝ＳＥＫＩＦＹＶ、又は
Ｗ｛Ｌ又はＩ｝ＳＥＫＩＦＹＶ、又は
Ｋ｛Ｖ又はＬ｝ＳＥＫＩＦＹＩ、又は
ＦＶＳＥＫＩＦＹ｛Ｉ又はＮＶａ｝
から実質的に構成される、請求項２に記載の単離ペプチド。
【請求項４】
　下記配列：
Ｋ｛Ｖ又はＬ｝ＳＥＫＩＦＹＶ、又は
｛Ｆ又はＹ｝ＡＳＥＫＩＦＹＶ、又は
ＦＶＳＥＫＩＦＹＩ、又は
ＫＶＳＥＫＩＦＹＶ
から実質的に構成される、請求項３に記載の単離ペプチド。
【請求項５】
　配列ＫＶＳＥＫＩＦＹＶから実質的に構成される、請求項３に記載の単離ペプチド。
【請求項６】
　クラスＩＭＨＣペプチドの結合溝に対して親和性を有する、請求項１に記載の単離ペプ
チド。
【請求項７】
　前記クラスＩＭＨＣがＨＬＡ－Ａ２である、請求項６に記載の単離ペプチド。
【請求項８】
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　前記ペプチドが請求項１に記載のペプチドの配列を有する、クラスＩＭＨＣ／ペプチド
複合体。
【請求項９】
　クラスＩＭＨＣ／ＳＳＸ－２41-49複合体を認識するＴＣＲと交差反応性である、請求
項８に記載のクラスＩＭＨＣ／ペプチド複合体。
【請求項１０】
　前記クラスＩＭＨＣ／複合体は、ＨＬＡ－Ａ２／ＳＳＸ－２41-49複合体である、請求
項９に記載のクラスＩＭＨＣ／ペプチド複合体。
【請求項１１】
　遊離配列と結合した請求項１に記載のペプチド配列を含むポリペプチド。
【請求項１２】
　請求項１に記載のペプチドを含む免疫原性組成物。
【請求項１３】
　請求項１１に記載のポリペプチドを含む免疫原性組成物。
【請求項１４】
　請求項１１に記載のポリペプチドをコードする核酸。
【請求項１５】
　請求項１に記載のペプチドを発現するための核酸手段。
【請求項１６】
　請求項１４又は１５に記載の核酸を含む免疫原性組成物。
【請求項１７】
　請求項１２に記載の組成物を含む、ＣＴＬ応答を誘導、維持又は増幅させるための筋内
投与用の医薬。
【請求項１８】
　請求項１２又は１３に記載の組成物と免疫増強剤を含む、クラスＩＭＨＣに制限される
Ｔ細胞応答を同調させるための節内投与用の医薬。
【請求項１９】
　請求項１６に記載の組成物を含む、ＣＴＬ応答を誘導、維持又は同調させるための節内
投与用の医薬。
【請求項２０】
　クラスＩＭＨＣの結合溝に対する親和性を持つＫＡＳＥＫＩＦＹＶ配列において１～３
個の置換を含む単離ペプチドで、該クラスＩＭＨＣの結合溝に対してＫＡＳＥＫＩＦＹＶ
配列と同様又はより強い親和性を有するペプチド。
【請求項２１】
　解離の半減期が、前記クラスＩＭＨＣの結合溝からのＫＡＳＥＫＩＦＹＶ配列の解離の
半減期と同様又はより長い、請求項２０に記載の単離ペプチド。
【請求項２２】
　前記ペプチドＫＡＳＥＫＩＦＹＶに対する特異性によりＴ細胞により認識される、請求
項２０に記載の単離ペプチド。
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